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Mimasaka

〜
心
の
病
に
対
す
る
差
別
、偏
見
の
な
い
住
み
よ
い
地
域
を
目
指
し
て
〜

『
平
成
21
年
度 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
』を
開
催

　
美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
9
月
3
日
㈭
・
11
日
㈮
の
2
日
間
に
わ
た

り
、
北
山
の
「
世
代
交
流
多
目
的
ホ
ー
ル
」
で
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催
し
、
26
名
の
受
講
者
に
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
1
日
目
は
、
希
望
ヶ
丘
ホ
ス
ピ
タ
ル
院
長
　
日
笠
完
治
先
生
に
「
心
の
病

を
持
つ
方
へ
の
支
援
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
ご
講
演
が
あ
り
、
統
合
失
調
症

と
い
う
疾
患
、
生
活
障
害
や
支
援
し
て
い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
構
え
な
ど

を
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
わ
か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
、
美
作
市
精
神
障
が
い
者
共
同
作
業
所
「
む
ぎ
の
会
」
の
メ
ン

バ
ー
と
受
講
生
と
が
、
囲
碁
ボ
ー
ル
を
通
し
て
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
津
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
地
域
福
祉
課
長
　
仁
木
氏
の
進
行
に
よ

り
、
「
む
ぎ
の
会
」
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
体
験
発
表
を
踏
ま
え
、
「
今

後
、
地
域
で
自
分
た
ち
に
何
が
で

き
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
い
ま
し

た
。
「
当
事
者
や
家
族
の
話
に
耳

を
傾
け
よ
う
」
「
障
が
い
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
人
と
し
て
接
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。
受
講

後
は
、
地
域
で
活
動
し
て
い
き
た

い
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
養
成
講
座
を
続
け
て
い
く
中

で
、
当
事
者
と
の
交
流
を
通
し
て

差
別
、
偏
見
の
な
い
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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Mimasaka

あなたの笑顔が地域を支える活力です
２００９年　夏のボランティア体験事業

～活動を終えて～
　さまざまな出会いの中から「ともに生きていく」視点について考える機会を提供
するため、勝英支局管内の社会福祉協議会主催で、夏休み期間を利用した「夏のボ
ランティア体験事業」を開催しました。
　本年度は、中学生・高校生450名の参加があり、管内の幼稚園・高齢者施設・障
がい者作業所・学童保育など61ヶ所の受入れによりボランティア体験を行いました。
　ボランティアには、いろいろな人たちと協力して成し遂げる「楽しさ」や、学校や職場では体験できない
「出会い」や「まなび」があります。「2009　夏のボランティア体験事業」に参加された皆さんにとって、
今年の夏は、いろいろな人たちとの出会いを通して、
生き方・考え方にふれ、自分のことを振り返る機会に
もなったのではないでしょうか。

Mimasaka

大吉保育園

大原保育園

英田放課後児童クラブ

子育てサロン「こっこ」（美作）

えみっこ
放課後児童クラブ

かつたひまわり園

事後研修会を開催
　８月29日㈯には事後研修会を開催し、受入れ施設側から見た
本年度のボランティアを受入れての感想や意見を聞いた後、参
加した中学校・高校生が学校や年齢を超えたグループに分か
れ、それぞれの体験談や感想などを話し合いました。
　参加者からは、「話しかけたら笑顔で返してくれたことがう
れしかった」「ありがとうの一言がうれしかった」「人と接す
ることの大切さを学んだ」などの意見が聞かれました。
　受入れてくださった関係者の皆様、ありがとうございました。

みまさか園

東粟倉放課後児童クラブ
「あわくらっこ」

放課後児童クラブぴのきお
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Mimasaka

赤い羽根共同募金運動にご協力をお願いします。

あなたの子育てを応援します!!

　「赤い羽根」でおなじみの共同募金運動が、今年も１０月１日から１２月３１日にかけて、「地域の福祉、みん

なで参加」をスローガンに全国一斉に始まりました。共同募金運動は、「社会福祉法」で規定された唯一の募

金運動で、都道府県を単位として実施されています。

　今年の美作市の募金目標額は、５，４００，０００円です。このうち約５０％が来年度美作市社会福祉協議

会へ配分され、美作市の地域福祉活動費（小地域福祉活動、高齢者・障がい者・子育て支援等の福祉事業や

福祉教育の推進、ボランティア育成・支援）として活用させていただく予定です。どうか、本年度も募金の目的

をご理解いただき、市民の皆様の温かいご協力をお願いいたします。

ファミリーサポートセンター講習会のお知らせ

第２回　平成２１年１０月１５日㈭　9：30～12：00
　　　　会場：美作世代交流多目的ホール
　　　　　　（美作市北山401）
　　　　保育の心　　こどもの遊びについて

第３回　平成２１年１１月１８日㈬　10：00～12：00
　　　　会場：大原保健センター
　　　　　　（美作市古町１８５０－１）
　　　　救急法（応急手当）

第４回　平成22年２月９日㈫　10：00～12：00
　　　　会場：美作保健センター
　　　　　　（美作市北山３９０－２）
　　　　おやつについて　　おやつ作りの実習
＜交流会＞
　　　　平成21年12月13日㈰　10：00～12：00
　　　　会場：美作世代交流多目的ホール
　　　　　　（美作市北山４０１）
　　　　事例発表会
　　　　大道芸（ジャグリング・バルーンアート）

　フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
仕
事
や
家
事
の
都
合
で
子
育
て
を

手
伝
っ
て
ほ
し
い
方
と
子
育
て
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
方
が
会
員
登
録
し
、

子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
組
織
で
す
。

　た
だ
い
ま
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
左
表
の
講
習
会
は
会
員
以
外
の
方

で
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
申
込
方
法
　
　
　
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
　

　
　
申
込
先
　
　
　
　
美
作
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
問
い
合
わ
せ
先
　
（
美
作
市
北
山
４
０
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
美
作
支
所
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
６
８
ー
７
２
ー
３
９
６
１

平成２０年度募金実績額
４，８２６，６１３円（達成率８９．４％）

平成２１年度募金目標額
５，４００，０００円

美
作
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
中
!!
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Mimasaka

勝
田
支
所

地
域
の
高
齢
者
と

　
　梶
並
幼
稚
園
・
小
学
校
と
の
交
流
会

　
９
月
17
日
㈭
、
東
谷
下
地

区
高
齢
者
と
梶
並
幼
稚
園
・

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
の

交
流
を
目
的
に
、
運
動
会
の

予
行
演
習
の
見
学
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
は
、

「
ぼ
く
ら
の
地
球
（
ほ

し
）
！
」
と
題
さ
れ
た
組
体

操
や
一
輪
車
演
技
に
感
嘆
の

た
め
息
と
共
に
拍
手
を
送

り
、
「
み
ん
な
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
！
」
と
題
さ
れ
た
幼
稚
園

児
の
可
愛
ら
し
い
演
技
に
笑

顔
で
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
玉
入
れ
競
技
で
は
小
学
生
チ
ー
ム
と
対
戦
す
る
な
ど
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
地
域
の
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
と
児
童
・
園
児
等
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
温
か
い
交
流
会
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
８
月
18
日
㈫
、
東
粟
倉
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
「
あ
わ
く
ら
っ
こ
」
で
は
、
夏
休

み
の
課
外
活
動
で
鳥
取
砂
丘
こ
ど
も
の
国
へ
遠
足
に
出
か
け
ま
し
た
。

　
学
年
混
合
で
各
班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ー
ダ
ー
が
チ
ー
ム
を
ま
と
め

て
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
工
作
室
で
は
、
オ
カ
リ
ナ
や
砂
絵
、
粘
土
作
り
を
体
験
し
、
指
導
員
の
方
か
ら

作
り
方
を
教
わ
り
、
少
し
緊
張
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
ふ
れ
あ
い
動
物
村
」
で
は
、
ポ
ニ
ー
や
ロ
バ
、
ミ
ニ
ホ
ー
ス
に
乗
っ

た
り
、
た
く
さ
ん
の
動
物
た
ち
に
お
そ
る
お
そ
る
餌
を
あ
げ
た
り
と
微
笑
ま
し
い

光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
太
陽
と
青
空
に

囲
ま
れ
た
鳥
取
砂
丘
こ
ど
も
の
国

で
、
夏
休
み
の
思
い
出
が
一
つ
増
え

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

東
粟
倉
支
所

﹁
鳥
取
砂
丘
こ
ど
も
の
国
へ

　
　
　
　
　
　遠
足
に
出
か
け
ま
し
た
﹂

東
粟
倉
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ“

あ
わ
く
ら
�
こ
“
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ｐａｒｔ４大
原
支
所

デ
イ
サ
�
ビ
ス
で
敬
老
会
開
催

　
９
月
17
日
㈭
、
下
香
山
公
会
堂
に
お
い
て
、
下
香
山
地
区
の
方
を
対
象
と
し
た

健
康
広
場
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
々
の
協
力
の
も
と
、
総
勢
30
名
の
参
加
が
あ
り
、
ら
く
じ
ゃ
ぁ
体
操

や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
し
た

後
、
早
川
一
光
先
生
の
講
話
の

ビ
デ
オ
を
観
て
、
参
加
者
全
員

が
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　
抜
け
る
よ
う
な
秋
晴
れ
の
空

に
、
下
香
山
公
民
館
か
ら
聞
こ

え
る
朗
ら
か
な
笑
い
声
が
、
吸

い
込
ま
れ
る
よ
う
に
響
い
て
い

ま
し
た
。

美
作
支
所

下
香
山
健
康
広
場

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
大
原
事

業
所
で
は
９
月
７
日
㈪
、
８
日
㈫
、

毎
年
恒
例
の
敬
老
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
午
前
中
は
職
員
と
一
緒
に
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
、
午
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
演
芸
、
職
員
の
出

し
物
な
ど
で
、
一
日
を
楽
し
く
過
ご

さ
れ
ま
し
た
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
大
原
事

業
所
で
は
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な

行
事
を
取
り
入
れ
、
温
か
い
雰
囲
気

の
中
で
お
一
人
お
一
人
の
状
態
に

あ
っ
た
支
援
を
心
が
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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英
田
支
所

　
英
田
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
夏
休
み
中
の
課
外
活
動
と
し
て
、
８
月
21
日

㈮
、
登
録
児
童
35
名
の
内
24
名
が
、
東
粟
倉
の
「
愛
の
村
パ
ー
ク
」
へ
出
か
け
ま

し
た
。

　
午
前
中
は
、
手
作
り
パ
ン
に
挑
戦
し
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
に
出
来
上
が
っ
た
パ

ン
は
家
族
へ
の
お
土
産
に
持
ち
帰
り
、
ご
家
族
の
皆
様
か
ら
も
好
評
を
得
ま
し
た
。

午
後
は
、
薄
曇
り
で
時
折
涼
風
が
吹
き
、
野
外
活
動
に
絶
好
の
日
で
、
遊
具
広
場

で
皆
揃
っ
て
お
弁
当
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
遊
び
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　
目
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
、
帰
り
の
バ
ス
の
中
は
、
行
き
の
状
況
と
う
っ
て
変
わ
っ

て
、
静
か
に
お
昼
寝
タ
イ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　
熱
中
症
や
は
し
ゃ
ぎ
過
ぎ
て
の
怪
我
な
ど
を
心
配
し
ま
し
た
が
、
午
後
３
時
頃

に
は
、
皆
元
気
に
英
田
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夏
休
み
課
外
活
動

　英
田
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

代
表
　
鈴
　
木
　
信
　
子

　「
で
こ
ぽ
ん
」
は
、
美
作
市
が
行
っ
て
い
る
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
修
了

生
で
活
動
し
て
お
り
、
大
原
地
域
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者
の
方
が
健
康
で
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
介
護
予
防
の
た
め
の
体
操
教
室
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。会
場
は
大
原
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
大
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
９
月
か
ら
は
新
た
に
、
さ
の
も
ホ
ー
ル
で
の
活
動

が
加
わ
り
３
箇
所
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
大
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
会
場
に
開
催
す
る
教

室
を「
み
ど
り
会
」、
大
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
会
場
に
開
催
す
る
教
室
を「
ち
ど
り
会
」、
さ

の
も
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
教
室
を「
さ
の
も
会
」の
愛
称
で
呼
ん
で
お
り
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は「
こ
こ
に
来
た
ら
み
ん
な
と
話
が
で
き
、
体
の
調
子
も
良
く
な
っ
た
。」

と
の
声
を
伺
い
ま
す
。気
軽
に
で
き
る
体
操
で
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
参
加
を
い
た

だ
き
、
健
康
と
笑
顔
の
輪
が
広
が
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
お
友
だ
ち
と
一

緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　「
で
こ
ぽ
ん
」
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員

の
募
集
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。お
問
い
合
わ

せ
及
び
申
し
込
み
は
大
原
支
所
（
℡
７
８

－

０
５
０
９
）ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
で
こ
ぽ
ん
」

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
グ
ル
�
プ

紹
介
コ
�
ナ
�

●●●●美作市の

ちどり会
(大吉コミュニティ)
毎月第２㈮・第４㈬
13:30～15:00

ちどり会
(大吉コミュニティ)
毎月第２㈮・第４㈬
13:30～15:00

みどり会
(大原コミュニティ)
毎月第１㈮・第３㈪
9:30～11:00

みどり会
(大原コミュニティ)
毎月第１㈮・第３㈪
9:30～11:00

さのも会
(さのもホール)
毎月第１㈰・第３㈮
8:30～10:00

さのも会
(さのもホール)
毎月第１㈰・第３㈮
8:30～10:00
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第７回元気になろうやフェスタ

＊今年のテーマ＊

前向きに！！みんなで
一緒に歩んでいこうや

日時：１１月１２日(木)10:00～15:00
会場：かつた市民センター　美作市真加部１６１１

特 長

お申し込み、ご照会、あなたの地域の社会福祉協議会へ

この保険は、全国社会福祉協議会が保険会社と一括して契約を行う団体契約です。

社会福祉法人
全国社会福祉協議会団 体 契 約 者

株式会社　福祉保険サービス 〒100-0013
東京都千代田区霞が関3丁目3番2号　新霞が関ビル17Ｆ

TEL：03（3581）4667　FAX:03（3581）4763
h t t p : / /www. fukush i hoken .co. j p 〈引受幹事保険会社〉日本興亜損害保険株式会社

取 扱 代 理 店

ボランティア活動保険
ボランティア活

動中のケガや賠償事故を補償！

安心を支
えます

ボランティア行事用保険
地域福祉活動の一環として行うボランティアに関する

行事におけるケガや賠償事故を補償！

福祉サービス総合補償
ヘルパー・ケアマネジャー等の活動中の

ケガや賠償事故を補償！

送 迎 サ ー ビ ス 補 償
送迎・移送サービス中の自動車事故等によるケガを補償！

保険料
（掛金）Ａプラン...260円　Ｂプラン...420円　Ｃプラン...590円天災危険補償タイプもあります。

●活動場所と自宅との往復途上の事故も補償

●熱中症（日射病・熱射病）による障害も補償

●ボランティア自身の食中毒や特定感染症も補償

●地震等天災によるケガも補償
（天災タイプ加入の場合）

フェスタを開催して７年目を迎えます。精神・知的・身体と障がいは持っていても振り返らず、地域の皆様と共
に一歩一歩「誰もが安心して暮らせる勝英地域」を目指したいと思います。

★バザー品提供についてのお願い★
御家庭で眠っている家庭用品・日用品（未使用のもの）を御提供ください。
持ち込み場所：美作市社会福祉協議会美作支所（美作市北山４０１）
　　　　　　：勝田郡地域生活支援センター（勝央町岡１３３８）
　　　　　　：美作保健所勝英支所（美作市入田２９１－２）
　
問い合わせ先：美作保健所勝英支所地域保健課保健対策班　TEL０８６８－７３－４０５４　FAX０８６８－７２－３７３１

主催：元気になろうやフェスタ実行委員会

バザーの収益は地域の皆様方の御厚意に
より、「元気になろうやフェスタ」「患者家
族会やまなみ会」運営費に活用させていた
だきます。

●作品展示販売出店
●フェスタ参加団体申込
●演芸大会参加者
●弁当予約（弁当代５００円）
いずれも締切は厳守でお願いします
　　１０月２３日（金）締切

１０：００～１１：４５　　　

生活用品のバザー・

障がい者利用施設の作品展示と販売

喫茶コーナーでお待ちしております

１３：３０～１５：００

演芸大会　～みんなで楽しもう！！～
カラオケ・寸劇など笑いあり！！

『知ってください！私たちの活動、
　　　　　　　私たちの思い』
コーディネーター：歌 房 靖 夫 氏

（県北筋ジストロフィー親の会代表）
　障がい者の所属施設の紹介とともに日頃の思いを
発表していただきます。
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シルバー人材センターだより

ペンキ塗装 宛名書き・毛筆筆耕

草刈り・草取り

剪定・予防・植込み 調理・家内清掃等

庭　掃　除

会員はすべて高齢者ですので、力のいる仕事や高い場所での作業など危険
な仕事についてはおことわりさせていただく場合がありますのでご了承く
ださい。

お願い

このような
ことで
お困りでは
ないですか？

その他にも会員はこんな作業をしています。！ ※一例です。

襖・障子・網戸の張り替え 簡単な大工・左官

子育て支援 墓　掃　除

シルバー人材センターとは
このような仕事を引き受けます

TEL（0868）72-8711㈳美作市シルバー人材センター

シルバー人材センター基本理念

自主 自立 共働 共助
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多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

　
　
　
　
　
　
　
　誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

香
典
返
し
　

　（敬
称
略
）

支
援
物
資

義
援
金

余

　野

　
　鷹
取

　
　厚

　様

（
亡

　孝

　子
）

真
加
部

　
　船
田

　重
就

　様

（
亡

　米

　子
）

馬

　形

　
　福
田

　勝
俊

　様

（
亡

　
　馨

　）

宗

　掛

　
　江
見

　一
彦

　様

（
亡

　増

　夫
）

大

　町

　
　皆
木

　秀
夫

　様

（
亡

　豊

　子
）

小

　畑

　
　小
林

　清
人

　様

（
亡

　光

　子
）

矢

　田

　
　藤
笠

　正
紀

　様

（
亡

　多

　め
）

右

　手

　
　皆
木

　義
道

　様

（
亡

　照

　海
）

古

　町

　
　平
田

　
　務

　様

（
亡

　
　毅

　）

古

　町

　
　土
佐

　直
樹

　様

（
亡

　茂

　樹
）

宮

　本

　
　樋
元

　吉
夫

　様

（
亡

　玉

　子
）

川

　上

　
　春
名

　愛
子

　様

（
亡

　克

　彦
）

下
庄
町

　
　中
嶋

　正
美

　様

（
亡

　こ

　う
）

後

　山

　
　高
下

　仲
野

　様

（
亡

　延

　良
）

後

　山

　
　居
安

　
　勇

　様

（
亡

　安

　子
）

中

　尾

　
　福
島

　之
子

　様

（
亡

　住

　二
）

明

　見

　
　岩
谷

　清
次

　様

（
亡

　尚

　哉
）

和

　田

　
　入
矢
加
九
二

　様

（
亡

　國
府
倫
子
）

北

　山

　
　粟
井

　清
一

　様

（
亡

　ユ
ク
ヨ
）

豊
国
原

　
　髙
田

　
　優

　様

（
亡

　の
ぶ
ゑ
）

楢
原
上

　
　内
海

　
　一

　様

（
亡

　お
喜
代
）

山

　口

　
　井
上

　良
明

　様

（
亡

　久

　子
）

山
外
野

　
　川
上

　秀
樹

　様

（
亡

　
　縁

　）

山
外
野

　
　谷
口

　信
吉

　様

（
亡

　す
ぎ
子
）

山
外
野

　
　下
山

　良
人

　様

（
亡

　幸

　枝
）

山
外
野

　
　黒
田

　康
司

　様

（
亡

　文

　子
）

林

　野

　
　花
房

　静
子

　様

（
亡

　希

　士
）

巨

　勢

　
　須
田

　安
子

　様

（
亡

　文

　男
）

巨

　勢

　
　井
上

　
　栄

　様

（
亡

　英

　子
）

巨

　勢

　
　和
田

　固
士

　様

（
亡

　清

　子
）

三
倉
田

　
　髙
見

　裕
士

　様

（
亡

　平

　八
）

金

　原

　
　濵
田

　公
康

　様

（
亡

　都
志
子
）

中

　山

　
　瀨
屋

　英
明

　様

（
亡

　花

　子
）

湯

　郷

　
　妹
尾

　
　保

　様

（
亡

　古
川
う
め

　）

湯

　郷

　
　小
林

　常
子

　様

（
亡

　正

　樹
）

小

　野

　
　黒
澤

　
　強

　様

（
亡

　富

　榮
）

豆

　田

　小
坂
田
八
万
雄

　様

（
亡

　君

　江
）

江
見
吉
田

　北
村

　
　一

　様

（
亡

　洋

　子
）

原

　
　
　
　片
山

　寿
雄

　様

（
亡

　昌

　幸
）

川

　北

　
　春
名

　伸
吾

　様

（
亡

　康

　臣
）

日

　指

　
　梅
本

　
　勇

　様

（
亡

　吉

　野
）

田

　原

　
　阿
部

　伸
幸

　様

（
亡

　美
智
子
）

土

　居

　
　岩
本

　邦
彦

　様

（
亡

　省

　三
）

白

　水

　
　大
寺

　晴
光

　様

（
亡

　と
し
子
）

北

　
　
　
　山
本

　博
美

　様

（
亡

　綾

　野
）

下

　山

　
　下
山
多
美
惠

　様

（
亡

　一

　志
）

勝
央
町
黒
坂

　田
中
史
郎

　様

（
亡

　武
田

　力
）

京
都
市

　
　中
村

　壽
一

　様

（
亡

　梅

　野
）

真
加
部

　
　豊
田
多
美
子

　様

真
加
部

　
　上
原

　久
子

　様

長
谷
内

　
　鎌
田

　千
鶴

　様

梶

　並

　
　富
阪

　暢
人

　様

右

　手

　
　小
阪
も
と
よ

　様

　美
作
市
東
粟
倉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

　様

　湯
郷
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　様

　吉

 

小
林

　勇
作

　様

　尾

　谷

 
臼
井

　光
子

　様

　奈
義
町
21
世
紀
塾

 

様

　津
山
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

 様

　津
山
市

 
影
山

　太
郎

　様

　久
米
郡
商
工
会
女
性
部

 
様

　朽

　木

　
　三
輪

　幸
子

 様

本所・作東支所
〒709-4234　美作市江見２８０
TEL（0868）７５－２６２２　FAX（0868）７５－７０８１

大原支所
〒707-0412　美作市古町１８５０－１
TEL（0868）７８－０５０９　FAX（0868）７８－３２３０

美作支所
〒707-0014　美作市北山４０１
TEL（0868）７２－３６７７　FAX（0868）７２－３９６９

勝田支所
〒707-0201　美作市梶並７０
TEL（0868）７７－２９００　FAX（0868）７７－２９３３

東粟倉支所
〒707-0403　美作市東青野８４４－１
TEL（0868）７８－２８００　FAX（0868）７８－２９４６

英田支所
〒701-2604　美作市福本８０６－１
TEL（0868）７４－２４８８　FAX（0868）７４－３２３２

編集・発行　　社会福祉法人 美作市社会福祉協議会

Mimasaka

見
舞
い
返
し


